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『保護者・生徒・教職員による本校教育活動の自己診断』結果について（ご報告） 

 

このたびは、学校教育自己診断にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

大正 13 年に黒山高等実践女学校として産声をあげた本校も、年月を重ね、今年度、創立 100 周年を迎え

ることができました。11 月に挙行した記念式典には、総勢 1,000名を超えるご出席、また並行して実施し

ました LIVE 配信でもやはり 1,000 名を超える視聴を頂きまして、誠にありがとうございました。本校ホ

ームページにて Digest、及びフルバージョンの動画を掲載していますのでどうぞご覧ください。 

現在、本校では、これらの歴史と伝統を踏まえながらも様々な教育活動において、新しい伝統づくりに

取り組んでいます。同時に、「学校教育自己診断」として、保護者の皆様・生徒・教職員を対象にアンケー

トを実施し、教育活動の改善に努めております。この度令和 5 年度のアンケートの結果及び分析がまとま

りましたので、今後に向けた取組も含めてご報告いたします。 

 

【１】 学校の概要 

今年度 5 月に長く猛威を振るいましたコロナも 2 類から 5 類に変更となり、この 3 年間、大きく制限せ

ざるを得なかっ教育活動も、十分に配慮しながらではありますが、大きな制限なく行う事ができました。   

また保護者・地域の皆様になかなかお越しいただけなかった学校祭等も、お越しいただくことが叶い、歌

合戦を含め、ほぼ全面的にコロナ以前と同等なものが復活、芸術鑑賞も行えました。 

部活動も制限はあるものの、様々な大会に参加でき、ダンス部は全国大会、陸上競技部も近畿大会に出

場、女子バレーボール部は大阪府公立学校大会で優勝、吹奏楽部も南地区大会では 16 年連続しての代表

金賞受賞、大阪府大会にて銀賞受賞と活躍いたしました。 

修学旅行に関しては、73 期生は、久しぶりに飛行機にて移動、3 泊 4 日で北海道に参りました。豊かな

自然に接し、生徒たちは楽しんでくれていたと思います。 

ここ数年、辛抱を強いられた生徒たちは、それでも常に明るく、努力と工夫を行う事で、たくましさを

増し、前を向いて進んでいる手ごたえをつかんでいます。育成生徒像である、登美高生は「強いから優し

い」を実現するには、ここ数年の逆境は、逆に良い機会であったと考え、日々教育活動を進めています。 

 

【２】 学校教育自己診断アンケートの結果について<（対 R４）の比較> 

【生徒】肯定回答平均 85％（R4:81%）と増加しました。 

学校に行くのが楽しい 89％（R４:87％）、安心して学校生活が送れている 93％（R４:93％、）と基本的な

満足度は高位安定しています。教員に対しても、学習で努力を認めてくれる 87％（R４ 83％）親身になっ

て応じてくれる 87％（R４ 85% ）、困っていることがあれば真剣に対応してくれる 9４％（R４ 90％）と



信頼関係が築けていると感じています。この信頼関係に加えて、今年度最も伸びた、授業のわかりやすさ

88%（R4 82%）を継続し、生徒の力の醸成に努めていきたいと考えています。       

【保護者】肯定回答平均 82％（R4:83％）と微減                          

登美丘高校に進学させて良かった 93％（R4:93％）学校に行くのを楽しみにしている 84％(R4:86％)と

高位安定している一方で校則・部活動指導等に対する個別意見も頂戴しており、信頼向上に努めてまい

りたいと思っております。 

【教職員】肯定回答平均 84％（R４:80％）と増加 

進路指導：行事の計画性：保護者に対する多くの情報提供：グーグルクラスルームの活動が 100%となっ

ており、自己評価が高くなっています。 

【記述意見全般に関して】 

まず、昨年、一昨年のコロナ禍抑制から、数多く実施できました行事を含む学校運営についてのねぎらい

のお言葉を多く頂戴しました、誠にありがとうございます。また今年度から、保護者の方向けの連絡手法

を、電話からライン・メールで行える、さくら連絡網に変えたことにつき、好意的な意見を複数いただき

ありがとうございます。一方で授業に関してクロームブックが生徒に配布になっていますが、昨年に続き、

その利用方法への期待のお話を頂戴いたしました。オンライン授業のみならず、生徒一人ひとりの個別最

適な利用手法について、継続して取り組んで参ります。またスマホ使用に関して当校則に対してや部活動

の指導方法に関するご意見も頂戴しています。教職員でしっかりと拝読し、期待いただいている上質の教

育を履行できますよう努力して参りますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【３】 第三者による評価 

学校運営協議会（委員構成：大学講師（会長）、地元中学校校長、地元自治会会長、学習塾校長、PTA 

会長、同窓会会長） 

<第１回> 令和 ５年 6 月 20 日（火）14：00～16：00 

令和 ５ 年度学校経営計画・進路状況報告、授業視察等 

<第２回> 令和 ５ 年 9 月 ９ 日（土） 14：00～16：00 

文化祭視察・100 周年、働き方改革による図書ボランティア報告・経営計画進捗等 

<第３回> 令和 ６年 1 月 23 日（火） 14：00～16：00 

進路状況、令和 ５年度学校経営計画評価、令和 ６ 年度経営計画案 高校の魅力化等 

【学校運営協議会からの提言】 

少子化における今後の学校存続を確実なものにするためにも、授業・行事・部活動等、魅力あるより良い

学校づくりに期待する。 

【４】 今後に向けて 

令和 5 年に迎えた創立 100 周年を区切りとして、現在遭遇している大きな時代の試練を乗り越え、輝く

次の 100 年のスタートになるべく、力強く、そして誠実に邁進して参ります。今後ともより一層のご理解

とご協力をよろしくお願い致します。 


